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藤沢市における

計画等策定の基礎資料について

藤沢市
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面面面面 積積積積：：：： 69．．．．51K㎡㎡㎡㎡
人人人人 口口口口：：：： 416,832人人人人
世帯数世帯数世帯数世帯数：：：： 177,382世帯世帯世帯世帯
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１１１１ 情報化情報化情報化情報化のののの推移推移推移推移

１９６３年 コンピュータ導入

１９６８年 戸籍簿の集中管理、本庁と市民センターを模写電送

１９８６年 窓口業務のオンライン化

１９９０年 ニューメディアコミニュティモデル都市指定

１９９１年 テレトピアモデル都市指定

１９９６１９９６１９９６１９９６年年年年 地域情報化基本計画策定地域情報化基本計画策定地域情報化基本計画策定地域情報化基本計画策定

１９９７１９９７１９９７１９９７年年年年 市民電子会議実験開始市民電子会議実験開始市民電子会議実験開始市民電子会議実験開始

２００１年 市民電子会議室本稼働、統合ＯＡ（庶務・財務・文書）開始

藤沢市地域ＩＴ基本計画策定

２００２年 藤沢市情報セキュリティポリシー施行、パソコン職員１人１台体制確立

行政評価システム稼動

２００３年 庁内ＬＡＮ（情報系ＬＡＮ）再整備、地域・学校イントラネット整備

２００４年 電縁都市ふじさわ再構築（電縁マップ、行政ＨＰ、市域ポータル等）

２００５年 電子申請・届出サービス開始（県及び県内自治体による共同運営方式）

２００６２００６２００６２００６年年年年 ＩＰＩＰＩＰＩＰ電話導入電話導入電話導入電話導入（（（（９９９９９９９９拠点拠点拠点拠点））））・・・・ＩＳＯＩＳＯＩＳＯＩＳＯ２７００１２７００１２７００１２７００１（ＩＳＭＳ）（ＩＳＭＳ）（ＩＳＭＳ）（ＩＳＭＳ）認証取得認証取得認証取得認証取得

防犯対策システム運用開始、職員ポータルシステム導入

２００７年 基幹システム最適化計画策定

２００８２００８２００８２００８年年年年 証明書自動交付機の導入、

情報情報情報情報システムにシステムにシステムにシステムに関関関関するするするする業務継続計画業務継続計画業務継続計画業務継続計画（（（（IT-BCP））））<地震編地震編地震編地震編>策定策定策定策定

２００９年 新電子自治体推進指針策定、ＩＳＯ２７００１（ＩＳＭＳ）適用範囲の拡大

２０１０年 情報システムに関する業務継続計画（IT-BCP）<新型インフルエンザ編>策定

２０１１年 セブン・イレブンでの住民票の写し・印鑑証明書の交付サービス開始

ＢＳ２５７７７：２００８（ＩＣＴ継続マネジメント）認証取得

２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年 ＩＳＯＩＳＯＩＳＯＩＳＯ２７０３１２７０３１２７０３１２７０３１：：：：２０１１２０１１２０１１２０１１（ＩＣＴ（ＩＣＴ（ＩＣＴ（ＩＣＴ継続継続継続継続マネジメントマネジメントマネジメントマネジメントシステムシステムシステムシステム））））認証取得認証取得認証取得認証取得

4

藤沢市藤沢市藤沢市藤沢市

総合計画総合計画総合計画総合計画

藤沢市産業振興計画

藤沢市観光振興計画

藤沢市市民活動推進計画

藤沢市都市マスタープラン

藤沢市環境基本計画

生涯学習ふじさわプラン２０１６

藤沢市景観計画

藤沢市緑の基本計画

ふじさわ男女共同参画プラン

藤沢市地域防災計画

沢市スポーツ振興基本計画

（ふじさわスポーツ元気プラン2020）

藤沢市健康増進計画

藤沢市食育推進計画

ふじさわ障がい者計画2014

藤沢市いきいき長寿プラン2014

藤沢市教育振興基本計画

藤沢市ＩＴ推進指針

地域福祉計画

自治体で策定される様々な計画等（例）
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藤沢市総合計画

藤沢市都市ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

6

計画策定のための基本指標 国勢調査
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藤沢市の公共交通機関

各駅の乗者客数

湘南湘南湘南湘南モノレールモノレールモノレールモノレール

8

人口統計資料

人口統計
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テレコムデータブック 統計年報

第2章 情報通信サービス利用状況

・2-1 各種サービスの加入数・契約数の状況

・2-2 トラヒックの状況

・2-2-1 総トラヒック

・2-2-2 加入電話・ISDNのトラヒックの状況

・2-2-3 携帯電話のトラヒックの状況

・2-2-3-1 時間帯別通信状況

・2-2-3-1-1 時間帯別通信回数

・2-2-3-1-2 時間帯別通信時間

・2-2-3-2 通信時間別の通信回数の状況

・2-2-3-3 都道府県毎の通信状況

ホームページからホームページからホームページからホームページから引用引用引用引用

10

・オープンガバメント

・ビックデータ

・位置情報（ＧＩＳ）

携帯事業者の運用データ等の

適正な有効利用に関するキーワード
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高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（ＩＴ戦略本部）

電子行政オープンデータ戦略 より引用

12高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部

新たな情報通信技術戦略 工程表（平成24年7月4日改訂）より引用
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携帯事業者の運用データ等の

適正な有効利用

総務省電波利用ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより検索結果

14

神奈川県「入込観光客調査」

1行事ビーチバレー湘南

開催なし行事藤沢市花火大会

開催なし行事灯籠流し・納涼花火

1行事ビーチバレー海の日記念大会

28行事江の島天王祭

4行事海開き

中止行事収穫観光ウォークラリー

中止行事湘南江の島春まつり

20行事エノシマトレジャー

15行事バレンタインアイランド江の島

10行事寒中神輿練成大会

6行事新春藤沢･江の島歴史散歩

1行事江の島藤沢ガイドクラブ募集ガイド

5,067地点湘南海岸・江の島

217施設江の島岩屋

520施設江の島ｻﾑｴﾙ･ｺｯｷﾝｸﾞ苑

【藤 沢 市】

観光

客数

調査

区分

名称

9行事エノシマトレジャー（夏）

30行事湘南藤沢グル麺コンテスト

8行事全日本ライフセービング選手権大会

48行事小出川彼岸花まつり

75行事湘南ねぶた

50行事藤沢宿 遊行の盆

11行事遠藤あじさいまつり

14行事春のみどりと花まつり

15行事復興支援ライブ

中止行事石川レンゲまつり

8行事遠藤竹炭祭

260行事藤沢市民まつり

2行事東西海水浴場ステージショー

9行事節分祭

414行事初詣

46行事江の島シーキャンドルライトアップ

開催なし行事鎌倉藤沢スタンプラリー

30行事湘南江の島秋まつり＆ドラゴンボートレース

9行事ビーチバレージャパン＆マーメイドカップ

11,56715,01613,50113,03913,094日帰り客数

374392363362360宿泊客数

11,94015,40813,86413,40113,454延観光客数

平成23年平成22年平成21年平成20年平成19年区 分

（いずれの表も

単位は千人）

◆入込観光客数年次別推移（藤沢市）

◆主要観光地点・主要観光施設・主要観光行事別観光客数（平成23年推計）

（出典：神奈川県ＨＰ）
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神奈川県「入込観光客調査」の概要

• 目的

神奈川県内の観光地を訪れる観光客の入込状況を把握し、県・市町村の観光施策の基

礎資料とする。

• 実施主体

神奈川県観光振興対策協議会

• 調査種類

①標準日実数調査

②観光施設利用者数調査

③観光宿泊施設利用者数調査

④実数調査日の属する月以外の月間推計 ほか

標準日実数調査の方法

年間４日間の標準日（調査日）に主要観光地点において実数調査を実施する。次のＡ型

からＤ型までのいずれかの方法による。

Ａ型：観光地点への入口が２、３ヶ所の場合において全数を数える。

Ｂ型：海水浴場など入口が無数にあって、Ａ型による方法が困難な場合には、最盛時間に端から端へ

移動しながら数え平均回転率をかけて推計する。

Ｃ型：大型の海水浴場などでＢ型による方法が困難な場合には、単位面積内の人数を数え、全面積を

かけて推計する。

Ｄ型：同一市町村内に観光地点が多数あって、前記方法によることが困難か不適当な場合は、その地

域への入口道路及び鉄道駅において乗物による客数を数えて集計する。

16

平成22年度 道路交通情勢調査（道路交通センサス）
（出典：神奈川県ＨＰ）

4,23114.59,4881,3808,10891351186172藤沢市遠藤２９０遠藤茅ヶ崎

6,92413.47,0909496,14143213163277藤沢市円行２丁目１４－４菖蒲沢戸塚

7,87410.98,1698937,2768231,46101,864藤沢市辻堂元町３丁目１２－１２辻堂停車場辻堂

3,4827.43,2232372,9863621,2310490藤沢市羽鳥２丁目２－２２辻堂停車場羽鳥

( 9,747)

6,913

1.31

( 4.9)

5.0

( 8,215)

6,250

( 401)

313

( 7,814)

5,937

( －)

557

( －)

127

( －)

50

( －)

305

藤沢市渡内３１１小袋谷藤沢

一般県道

8,23017.110,8271,8528,9754785616286藤沢市瀬郷１８４９丸子中山茅ケ崎

13,32225.912,9593,3549,60563361153607藤沢市用田５８４藤沢厚木

27,29911.728,9983,39925,5991,73956955316藤沢市石川５４０藤沢厚木

14,34611.916,9102,01714,893818260567349藤沢市羽鳥４丁目１１－１２藤沢厚木

－15.419,8113,05316,75884338310167藤沢市葛原７０１藤沢座間厚木

14,56810.514,4081,51112,897－－－－藤沢市川名７２７藤沢鎌倉

14,0439.012,3611,11111,2501,2162831,086690藤沢市辻堂大平台１丁目１－２戸塚茅ヶ崎

16,14113.114,5041,90412,6001,6082981,4781,387藤沢市大鋸２丁目８－３戸塚茅ヶ崎

5,12822.74,7451,0753,67034815148232藤沢市用田６５５横浜伊勢原

12,08122.512,5342,8259,70966441272429藤沢市下土棚９９６横浜伊勢原

10,33827.310,2982,8167,48275641261226藤沢市高倉２１４６横浜伊勢原

主要地方道（県道）

11,8087.311,93487411,0601,375284 2,0101,973藤沢市鵠沼石上２丁目７－１一般国道４６７号

(23,980)

16,171

1.41

(12.4)

13.0

(20,947)

14,811

( 2,595)

1,922

(18,352)

12,889

( 1,713)

1,144

( 143)

93

( 1,268)

986

( 1,546)

1,095

藤沢市湘南台１丁目２１－５一般国道４６７号

11,94713.614,3831,95012,433－－－－藤沢市長後１１５９一般国道４６７号

21,5768.924,3382,16122,1771,494161847684藤沢市鵠沼海岸１丁目１７一般国道１３４号

16,00711.116,6001,83914,761－－－－藤沢市片瀬１－７一般国道１３４号

(12,712)

8,739

1.57

(23.3)

21.0

(36,037)

22,934

( 8,404)

4,810

(27,633)

18,124

( 1,128)

819

( －)

－

( －)

－

( －)

－

藤沢ＩＣ～茅ヶ崎西ＩＣ間

（茅ヶ崎西ＩＣ歩道橋）

一般国道１号

（新湘南バイパス）

一般国道

大型車小型車車道歩道

平成17年度

自動車類

合計

昼夜率

大型車

混入率

（％）

平成22年度

自動車類

合計

自動車類

動力付き

二輪車類

自転車類

歩行者類観測地点名路線名

【平日交通量】（藤沢市関係のみ抽出）

（ ）内の数値は24時間観測
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道路交通情勢調査（道路交通センサス）の概要

道路交通情勢調査とは、概ね5年ごとに全国の交通量等を調査するもので、

各道路管理者（都道府県、指定市、国土交通省地方整備局および高速道路

会社等）が行い、調査内容は以下のようになっています。

１ 一般交通量調査（道路状況調査交通量調査、旅行速度調査）

・ 道路状況調査

車線数、車道や歩道・自転車道等の幅員、歩道の設置延長、交差点数等を調査

・ 交通量調査

平日における方向別、自動車類（大型車、小型車）の12時間交通量（午前7時～午後7時）

または24時間交通量を調査

・旅行速度調査

平日の混雑時及び非混雑時における方向別の走行速度を調査

２ 自動車起終点調査

・無作為に選定した車の所有者や使用者に対して、ある１日の車の利用状況（車の出発地や目的地、

移動目的、移動距離等）を調査

・自家用乗用車（個人使用者）について、世帯単位での車の保有状況、利用状況を調査

・営業用車（貨物車、ハイヤー・タクシー、貸切バス等）について、利用状況や積載状況（品目、重量）を調査
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都市計画・都市づくりへの活用

「都市計画」とは、都市の健全な発展と秩序ある整備を図るための土地利用、都市施設

の整備及び市街地開発事業に関する計画のことをいう。その内容としては、都市計画区

域、都市再開発方針、地域地区、都市施設などを定めている。

都市計画とは

都市計画法に基づき、都道府県は、都市計画区域について、おおむね五年ごとに、都

市計画に関する基礎調査として、人口規模、産業分類別の就業人口の規模、市街地の面

積、土地利用、交通量、地価の分布状況、住宅事情、建築物の用途、都市施設の利用状

況、土地の自然的環境、公害及び災害の発生状況等に関する現況及び将来の見通しに

ついての調査を行う。 （国勢調査などの各種統計データを活用するほか、土地利用関係

については現況把握調査を実際に行う。）

より具体的な都市開発や都市整備に関する計画の策定に向けては、都市計画基礎調

査に加えて、個別に現況把握のためのより詳細な調査を行う。

都市計画基礎調査

都市づくりへの活用

都市計画・都市づくりに必要な様々な調査について、空間的・時間的に補完するデータ

として、携帯電話事業者の運用データを活用することは可能ではないか。
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パーソントリップ調査の補完としての活用

パーソンとリップ調査とは、人の動きに着目し、平日のある一日に、どのような人が、ど

のような目的（用件）で、どこからどこへ、どの時間帯に、どのような手段を用いて動いた

かについて、アンケートによる調査を実施し、日常生活の「人々の動き」を捉え、都市にお

ける交通行動を把握することを目的として、１０年ごとに実施している。

この調査は、東京都市圏に居住する方から、無作為に選んだ世帯の方々で、調査票を

郵送し、郵送又はインターネットで回答するという方法で実施している。

この調査を踏まえ、鉄道、バス、自家用自動車、自転車等の交通体系について、現況の

課題分析に役立てるとともに、将来の交通体系を計画する。また、都市計画道路等の整

備の進め方について、優先度を決めていく上でも参考となる。

パーソントリップ調査とは

パーソントリップ調査は、市内の移動の把握は勿論であるが、東京都市圏という広域の

中での移動の把握ができる。

携帯電話の利用者情報から、平日の一日について、１～２時間単位での移動の把握が

容易にでき、また、市レベルでの移動について、移動エリアが詳細に、かつ、性別、年代

別に量的な把握ができるのであれば、市内の交通行動の実態（ただし、交通手段は推

測。）を捉えることができ、少子高齢化社会における市内の地区ごとの地域交通のニーズ

の把握や計画づくりに役立つ。
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その他の活用

藤沢駅周辺や辻堂駅周辺では、大型商業施設が立地していることにより、土日・祝日は

交通渋滞が著しい。藤沢市駅周辺では昭和５０年代以降継続的に、辻堂駅周辺では特に

湘南Ｃ－Ｘのまちづくりが進み、テラスモールのオープン以降、渋滞が顕著になっている。

一日のうちのある時間断面で、交通移動の状況を把握できれば、道路の通行具合の情

報を広く知らせ、渋滞の回避策のルートの情報を提供する。

現状では、渋滞が多いエリアの各交差点等において、通行量や待ちの延長などの実態

を人手を掛けて調査して、渋滞緩和策を検討している。日常的に調査を行うことはできな

いので、携帯電話の利用者情報の活用が期待できる。

藤沢駅や辻堂駅など拠点となる商業地では、来街者の状況をアンケート調査などにより

把握し、商店街の活性化に向けた検討を行っている。

アンケートでは、どこから来たか、どこへ行くか、買い物・食事・娯楽など来街の目的や手

段を聞くことが多い。

携帯電話の利用者情報について、来街者の性別・年代や１時間単位の移動エリアなど

を把握できるのであれば、来街者の情報を量的に把握することによって、活性化に向けた

検討により役立てることができる。

・来街者のニーズにあったサービス提供 ・必要な施設の効率的な配置

・イベント周知先の効果的な選別 ・集客予想（曜日や気象情報との相関）

交通渋滞緩和策の検討に向けた交通量調査

商店街・観光地の活性化に向けた来街者調査



21

想定される課題

• 利用者属性の区別（２個持ち、３個持ち）

– 個人契約 or 法人契約

– 音声（も使える）端末 or データ専用端末（組込型を含む。）

• 基地局のカバーエリア（位置情報の正確性）

– 屋外基地局 or 屋内基地局（光張出し基地局やフェムトセル基地局など）

– セル境界 vs 行政境界 vs メッシュ（500mメッシュや1kmメッシュ）

– 置局は事業者ごとに異なる

• 携帯電話事業の基礎情報

– 性別シェア

– 年齢層別シェア

– 地域（都道府県、市町村）別シェア

• リアルタイム性

– 帰宅困難者対策など災害対応に生かすのであれば、速報性が必要

– 観光調査など通常のものであれば、数日かかっても問題なし

• オーダーメイド統計 or レディーメイド統計

– 各社が異なる基準を採用すると行政としては扱いづらい（ある程度のデータセットの標準化は必要）

– 事業者ごとの独自性

• 過去の履歴

– スナップショットの情報だけでなく、過去の移動履歴（ハンドオーバー情報）を知りたい
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携帯事業者の運用データ等の適正な有効利用

ビジネスモデルとして

通信キャリアごとの独自性

携帯事業者の運用データ等の

利活用の可能性

認知度の低さと活用事例の少なさ

どの来場者がどこから来たのか

イベント、集客、PR活動、

公共交通機関の利用動向調査

個人情報の取り扱い

契約者の個人情報 統計情報等への利用について説明が必要

携帯等端末の位置情報 特定個人の移動履歴等は、課題が多い

匿名化と統計情報としての二次利用に限定
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・災害が発生した時点での、人口分布

＋ 住所（どこに住んでいる人が

どこにいたか？）

＝ 被災者、帰宅困難者の把握

・個人情報の問題を無視すれば、

行方不明者の捜索

発災時に、この携帯はどこにいたか

避難所を転々と移動している人の追跡

「「「「災害災害災害災害リスクのリスクのリスクのリスクの見見見見えるえるえるえる化化化化」」」」実証実験実証実験実証実験実証実験

官民協働危機管理クラウド

（科学技術戦略推進費：文部科学省）

防災科学研究所、藤沢市

・防災・災害対応におけるＧＩＳ活用による状況把握

・必要なデータを自前で全て整備することは困難

・様々な機関に存在する情報を効果的に見つけ、有効活用

官民協働危機管理クラウドシステムＨＰより




